
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴはごろも学習センター 
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1. 基本方針  

宜野湾市はごろも学習センターは、教員の研修、教育研究、幼児児童生徒の健やかな成長に関する相

談・支援、教育の情報化に関する支援、教育情報機器の維持・管理に努め、本市における教育課題の解

明と解決にあたる。 

また、不登校や非行、深夜はいかい等の問題行動に対応するため、相談業務や青少年健全育成に取り

組んでいく。 

 

2. 重点施策  

(1) 教育研究所 

① 本市教育の今日的教育課題解決のための調査・研究や、学校のニーズに対応する研修の在り方・

課題を的確に捉え、研究・実践をする。 

② 宜野湾市内の教育課題に対し、その解決方策について共に考え研究、支援する。 

③ 教員の実践的指導力を高めるための研修を実施し、「学び続ける教員像の確立」を支援する。 

④ 教育の情報化を推進し、ICT機器を活用した校務支援や教員の授業力向上に取り組む。また、ＧＩＧ

Ａスクール構想に基づき整備した児童生徒１人１台端末を活用した授業づくりの支援に取り組む。 

⑤ 研究資料や教育情報等の収集に努め、参考文献や図書、関係資料の活用を促進する。 

(2) 教育支援センター「若葉教室」  

① 不登校児童生徒を支援し、個に応じた学習支援を行う。 

② 集団生活への適応や進路など、個々が抱える課題への相談支援の充実に努める。 

③ 社会見学、スポーツ活動、体験活動等の特別活動の充実に努める。 

④ 関係機関との連携や臨床心理士を活用した教育相談の充実に努める。 

 

(3) スクールソーシャルワーカー等活用事業 

センターと小学校に配置しているスクールソーシャルワーカー（以後 SSW）が、プラットフォームとなる 

学校と連携し、様々な課題を抱える児童生徒及び保護者の支援を行い、必要な関係機関につなぐととも

に、その置かれた環境に働きかける。 

 

(4) 児童生徒等相談事業  

市内在住、市内公立小中学校に在籍する幼児児童生徒、18 歳までの青少年で問題を抱える本人、保

護者、教職員に対して相談、支援を行う。 

 

(5) 青少年健全育成  

  街頭指導員を４中学校区から選出し、青色回転灯を設置した車両による夜間巡回指導を行い、問題行 

動の未然防止と早期発見、早期対応に努める。 

 

(6) 学習・就労支援体制強化事業（学習支援事業） 

  不登校や登校渋り、学習に不安のある児童生徒に対し、個々の状況に応じた学習支援を実施し、学習

への不安や苦手さの解消、進学等への意欲回復、不登校の未然防止につなげる。 
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3. 本年度の取り組み 

（１） 長期研究教員による理論研究、実践研究の充実 

（２） 授業改善に資する情報教育研修の充実・強化 

（３） 初任者研修、中堅教諭等資質向上研修、臨時的任用教諭研修の実施 

（４） 諸検査・調査・研究の実施と活用の充実 

（５） 教育研究に関する資料の収集及び情報の発信 

（６） はごろも学習センター運営委員会、高等教育機関との連携の充実・強化 

（７） 校務支援システムの活用と推進 

（８） 教育支援センター「若葉教室」の活動の充実・強化 

（９） ＧＩＧＡスクール構想の取り組みと情報モラル教育の推進 

(10） SSWの充実 

(11) 教育相談体制の充実 

(12) 街頭指導業務の継続実施 

(13) 校内自立支援室事業の実施 

(14) 宜野湾市学習・就労支援体制強化事業（学習支援事業）の実施 
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4. 令和 7 年度  研修係・管理係  年間事業計画  

事業内容 概要・年間スケジュール 

研
修
・
教
育
相
談
関
係 

研修 

関係 

初任者研修 年 1 回 

中堅教諭等資質向上研修 年 1 回 

臨任研 
臨任経験 24 か月未満訪問指導、授業づくり

研修会 

職員研修関係 市教職員研修会 

長期研究研修 
入所式（10 月）、テーマ検討会、中間検討会、

検証保育・授業、成果報告会（3 月） 

学力 

調査 

関係 

全国学力学習状況調査 小 6、中 3 調査実施 

標準学力検査 
実施説明会及び実施結果説明会 

（小 5、中 1、中 2） 

総合質問紙調査（I-check） 
実施説明会及び結果活用説明会 

年 2 回実施（小 5、中 1、中 2） 

宜野湾市学力調査 中 3 調査実施 

沖縄県学力到達度調査 
小 3～小 6 調査実施 

中 1、中 2、中 3 調査実施 

情報教育研究会 委嘱状交付、研修会、検証授業 

教育支援センター「若葉教室」関係 

開級（4 月）、開級式（5 月）、支援係との情報

交換会（月１回）、宿泊体験、体験活動（随

時）、閉級式（3 月） 

若葉教室・支援係業務説明会 
全小中学校に対してオンラインによる業務説

明（4 月） 

情
報
教
育
・
校
務
支
援
関
係 

校務支援システム操作研修 各校担当者向けの校内研修等（随時） 

情報担当者会議の実施 
各校担当者へ ICT 機器等整備方針の説明や

運用に関する意見交換等を実施（随時） 

情報夏季講習会の実施 夏季休業中に各校１回実施 

ＩＣＴ活用アンケート実施 
ＩＣＴ活用の状況把握のため、アンケートを実

施（年 2 回） 

ＩＣＴ機器環境の整備 
校務用 PC、中学校指導者用デジタル教科

書、学習者用デジタル教科書整備 

学校ホームページの支援 
ホームページ作成補助、サーバー環境支援

等（随時） 

授業支援 

電子黒板等を使用した授業の補助や教育コ

ンテンツの提案など、教員の授業支援を実施

（随時） 

運用 

導入ＩCＴ機器・校内ＬＡＮ障害対応 
プリンターやＰＣ等の機器、ネットワーク関連

障害への対応（随時） 

セキュリティ対策 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ推進課と連携し、ｾｷｭﾘﾃｨ対策を実施。

情報担当者会議等で注意喚起を実施（随時） 

運営 

関係 
はごろも学習センター運営委員会 

はごろも学習センターの運営に関する審議等

を実施 

その 

他 
高等教育機関との連携事業 

はごろも教育ネット（琉球大学） 

沖縄国際大学との連携推進会議 
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5. 令和 7 年度  宜野湾市教育情報化推進構想図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
国の情報化に関する主な施策 

 
〇第 6 期科学技術・イノベーション
基本計画(2021～2025 年度) 

〇「経済財政運営と改革の基本方
針 2019 ～ 『 令 和 』 新 時 代 ：
『Society 5.0』への挑戦～」 

〇統合イノベーション戦略 2024 
〇自治体デジタル・トランスフォーメ
ーション（DX）推進計画【第 3.0
版】2024 年改定 

学校教育の基本理念 

学び合い、未来を切り拓く 

人材の育成 

宜野湾市の施策 

○第５次宜野湾市総合計画基本構想 

 

将来都市像 

ねたてのまち宜野湾 

～健やかに、心豊かに育む未来～ 宜野湾市学校教育目標 

創造性・国際性に富む人材の育成 

文科省の情報化に関する主な施策 
 
〇ＧＩＧＡスクール構想の実現につ
いて（StuDX Style の活用） 

〇第４期教育振興基本計画(2023
年度～2027 年度)を踏まえた、教
育ＤＸの推進 

○学校における ICT 環境整備につ
いて（教育の ICT化に向けた環境
整備５か年計画）（2018～2024 年
度） 

宜野湾市の努力点 

①確かな学力の育成 

②豊かな心の育成 

③健やかな体の育成 

④社会に開かれ、信頼される学校づく

り 

⑤郷土の歴史・文化の重視、継承 

宜野湾市基本目標 
①協働の推進による持続可能なまち 

②こどもたちが安心して、心豊かに成長できるまち 

③いつまでも健やかに生き生きと暮らせるまち 

④宜野湾の特性を活かした賑わいと活力のあるまち 

⑤すべての人が安全・安心で快適に暮らせるまち 

⑥平和をつなぎ、未来へ発展するまち 

沖縄県の情報化に関する主な施策 
〇沖縄県「学校教育における指導 
の努力点「情報教育の充実」(2023
年度～2027 年度) 

〇沖縄県 DX推進計画 
（2022 年度～2031 年度） 
○沖縄県教育情報化基本計画  
（2022 年度～2031 年度） 
○沖縄県教育情報化推進計画  
  （2022 年度～2026 年度） 

宜野湾市学校ＩＣＴ環境の現状 

（成果） 

○教員の教材研究・指導の準備などで

のＩＣＴ活用率が高い。 

○校務支援システムの活用による事務

作業軽減により、教材研究等の時間

確保が可能になった 

○GIGA スクール構想に基づく機器類の

安定的な運用 

〇小中学校全教室に電子黒板を整備し

た。 

（課題） 

▲１人１台端末の活用の促進 

▲ICT 機器の故障や損壊に対する注意

喚起が必要 

 

教育情報化推進の目標 知識基盤社会に主体的に対応できる人材の育成 

ＩＣＴ活用による授業改善の推進 主体的・対話的で深い学びの推進 

情報教育の推進（ＩＣＴ活用能力の育成） 校務の情報化の推進（児童生徒に向き合う時間の確保） 

①ICT を利活用し、個別最適な学び、協働的な学びの充実を
通して、「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指す。 

②各教科等の学習指導におけるＩＣＴの効果的な活用 
③デジタル教科書の効果的な活用 
④情報モラル教育の推進と情報セキュリティの確保 

①校務の情報化を通じた業務の効率化と教育の質の向上 
②教育活動の質の改善（児童生徒に対する教育の質の向上
と学校経営の改善と効率化） 

③学校におけるＩＣＴ学習環境の整備・活用促進並びに効果
検証の実施 

 

宜野湾市指導行政推進の３つの柱（具体的な取組） 

情報担当者会 

①１人１台端末の操作方法やネットワ
ークの整備 

②学校機器の整備について端末の故
障、障害等の対応について 

③情報モラル・情報セキュリティ教育に
ついて 

④校務支援システムの活用について 

教職員を対象とした研修会 

①情報夏季講習会の実施 
・１人１台端末の操作 
・１人１台端末を活用した授業づくり 
・ICT ツール、アプリ等の操作方法に関
する研修 

・情報モラル・情報セキュリティに関する
研修 

②ミニ講習会（通年・希望者） 

情報教育研究会 

①「ＧＩＧＡスクール構想」の実現に向け、児
童生徒 1 人 1 台端末を活用した授業の
実践研究 

②児童生徒の発達段階に応じた情報活用
能力の育成や授業研究 

③ＧＩＧＡスクール先進校モデル授業の情
報提供 

④情報モラル・情報セキュリティ教育の推
進 

宜野湾市教育情報化の目標 

①新しい時代を作るために必要な資

質・能力の育成 

②情報活用能力の育成 

③ICTを活用した授業力の向上 

④校務の情報化と ICT環境の整備 
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6. 教育支援センター「若葉教室」の概要  

（1） 目  的 

心理的要因等により登校できない状態にある児童生徒に対して学校復帰や社会的自立を支援することを目的

として、教育支援センター｢若葉教室｣を設置する。 

 

（2） 設置場所   宜野湾市はごろも学習センター 内 

 

（3） 配置職員   特別実務研修員（担当教諭）、教育支援センター支援員（２名） 

 

（4） 開設日時及び休業日 

・開  級：４月 

・開級式：５月 

・閉級式：３月 

・日  時：月～金曜日の週５日間 午前９時～午後２時 

・休業日：宜野湾市内の市立小中学校に準ずる。 

 

（5） 支援対象 

① 宜野湾市内の公立小・中学校在籍児童生徒で心理的、情緒的等の要因により登校できない状況で、本人

及び保護者が利用を希望し学校において教育支援センターにおける支援が望ましいと判断された者。 

 ② ①にかかわらず、教育長が特に必要と認めた者。  

 

（6） 利用検討委員会 

宜野湾市はごろも学習センター内に教育支援センター利用検討委員会を組織し、教育支援センターの利用開 

始及び利用終結について協議し、決定する。 

 

 

（7） 支援内容 

① 個に応じた学習支援 

② 集団生活への適応や進路など、個々が抱える課題への相談支援 

③ 社会見学、スポーツ活動、体験活動等の特別活動 

④ ③に掲げるもののほか、目的実現に必要な支援に関すること 

 

 

（8） 児童生徒の推移 

 

 

学校 
H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

小学校 0 4 2 2 0 0 0 1 0 0 

中学校 6 10 6 7 5 6 4 1 2 3 

合計 6 14 8 9 5 6 4 2 2 3 

※平成 29 年度以降は正式入級の児童生徒数 
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（9） 入級までの手順と学校復帰等へのプロセス 
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7. 令和 7 年度  教育支援センター「若葉教室」  年間活動計画  

 

月 

主行事 若葉諸活動(R7予定) 沖支援連・県総合教育センター 

☆若葉教室主行事 
○はごろも学習センター行事 

★ＢＷＤ(月１回程度) 
□体験及び制作・調理実習等 
○交流・講師招聘 

☆担当者連絡会  
■研修会・講演会等 
○生徒交流会・保護者交流会 

４ 
☆若葉教室受け入れ開始  
○若葉教室・支援係業務説明会 
☆若葉面談 

 
☆担当者連絡会① 
  

５  

☆若葉教室開級式  
※入級生徒の状況をみて開催
の判断 

□体験：花・野菜の苗植え準備 
□体験：花・野菜の苗植え 
□制作：ペットボトル作品 
□平和学習   

☆担当者連絡会② 
■教育相談員等研修会① 
■幹事会・総会  

６  

  
  
   

□調理：ヒラヤーチー作り  
★BWD：糸満平和祈念資料館 
      「平和学習」 

■教育相談員等研修会②  
☆担当者連絡会③  
■教育相談員等研修会③  
○子どもの心を理解する保護者
交流会① 

７ 

☆若葉面談  ○交流・講師招喚 アーリーバード   
□調理：自分で作れる軽食 
※夏休み期間 週 2～3 回 開所（宿
題サポート 

■教育相談員等研修会④ 
■教育相談員等研修会⑤ 
■第 1 回担当者研修会 
■全適連全国会議  

８ 
☆原籍校教諭による出前授業 
※ 事前に協力依頼、日程調整 
☆若葉面談 

★所外活動：県立博物館・美術館  
 （夏休みの企画イベントに参加） 

■第 2 回担当者研修会 
  

９ 

  
  
   

□交流ゲーム 
□制作：ソルトアート 
★所外活動：紅型体験（ハンザキ紅
型） 

☆担当者連絡会④ 
○渡嘉敷いきいき自然体験キャ
ンプ  

１０ 

〇研究教員入所式 ★所外活動：沖縄ワールド 
□制作：アイロンビーズ 
□調理：ハロウィンクッキング 

☆担当者連絡会⑤ 
■沖支援連講演会 
○子どもの心を理解する保護者
交流会② 

１１ 
  
  

★所外活動：沖支連スポーツ交流会  
□学習：2 学期 期末テスト対策 

○スポーツ交流会 
☆担当者連絡会⑥ 
■教育相談員等研修会⑥ 

１２ 

☆若葉面談 
  
   

★所外活動：体験活動交流会 
□制作：クリスマス制作 
★所外活動：木工体験 
○交流 お楽しみレク   

☆担当者連絡会⑦ 
○体験活動交流会 
○子どもの心を理解する保護者
交流会③ 

１ 

☆若葉面談 
  
  
  

□制作：書き初め教室 
□制作：展示報告会の案内状作成 
□制作：展示報告会の準備 
★所外活動：活動展示報告会 

☆担当者連絡会⑧ 
○活動展示報告会 
  

２ 
☆若葉教室保護者会 

(一年間のふり返り） 
☆若葉面談 

★所外活動：若葉お別れ遠足（こども
の国） 

☆担当者連絡会⑨ 

３ 
〇研究成果報告会  
☆若葉教室閉級式  
〇研究教員修了式  

□閉級式の準備 □閉級式 ☆担当者連絡会⑩ 

※BWD（ビッグウェンズデイ）：月 1回程度、水曜日に所外活動を行う。 
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8. 令和 7 年度  支援係  年間事業計画  

(1) 相談支援業務 

  

①スクールソーシャルワーカー等活用事業 
 

令和７年度 はごろも学習センター支援係 SSWグループ 年間計画 
 

日付 内容 場所 

４月３日（木） 
学校配置ＳＳＷ辞令交付式 

全体研修会 
プレイルーム 

４月 25日（金） SSW コーディネーター グループ SV プレイルーム 

６月６日（金） 
スキルアップ合同研修 

合同会社 Reconnect 諸留将人氏 
プレイルーム 

７月４日（金） 嘉数中学区 グループ SV プレイルーム 

７月 11日（金） 宜野湾警察署による講話（予定） プレイルーム 

８月８日（金） 真志喜中校区 グループ SV         プレイルーム 

８月 22日（金） 
スキルアップ合同研修 

（小児精神科医による講演 （予定）） 
プレイルーム 

９月５日（金） 
宜野湾警察署による講話（13:30～15：30） 

（予定） 
プレイルーム 

10月１0日（金） スキルアップ合同研修 プレイルーム 

11月７日（金） 普天間中校区 グループ SV プレイルーム 

12月５日（金） 宜野湾中学区・普天間中校区 グループ SV プレイルーム 

12月 12日（金） 真志喜中学区・嘉数中校区 グループ SV プレイルーム 

1月９日（金） スキルアップ合同研修 プレイルーム 

 
  

※個人のスーパーバイズについては１人につき５回、実施を予定 

 
 

 



- 55 - 

 ②児童生徒等相談事業 

 

【教育相談】 

１．目的 
   いじめ、不登校、暴力行為、児童虐待など生徒指導上の課題に対し、心理学等の専門的な知識・技術を用いて、
幼児児童生徒の課題解決に関する助言を行う。 

 

２．教育相談の利用の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小集団活動（ピッコログループ）】 

１．目的 
 他児童・生徒との交流を通して会話のやり取りや一緒に過ごす楽しさを体験し、対人スキル向上や集団適応力を高め
る。また季節に合わせた作品づくりの過程を楽しみ、完成させる喜びや達成感を味わう。 

 

２．対象児童生徒 
 （１）相談支援中の児童生徒のうち、小集団活動の参加が可能な者 

 （２）個別相談の関りが安定しており、小集団での経験が必要と判断された者 

 （３）職員の指示に従い、安全に作業ができる者 

 

３．令和７年度 活動内容（予定） 
  作品づくり（スクラッチアート、年賀状づくり等）、調理実習、所外体験活動等 

 

教育支援センター 

「若葉教室」

各小中学校 臨床心理士、青少年教育相談指導員による 

                   教育相談を実施 

①カウンセリング 

（週１回～月１回、状態に合わせて実施） 

②小集団活動の場の提供 

・・・ピッコログループ、SST 

③知能検査、心理アセスメント等の実施 

④その他、個々に応じた支援 

※SST＝ソーシャルスキルトレーニング 

保護者、学校教職員などから相談 

教育相談受理・臨床心理士による初回面接 終結 

不安解消 

終 結 
・主訴解決・児童生徒や保護者の変容、不安解消 

・より適切な福祉サービス等へつなぐ など 

相談継続が必要 

連携 



- 56 - 

(2) 街頭指導業務 
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9. 令和 6 年度  支援係  年間事業実績  

(1) 支援状況推移 

 

①-1 学校配置 SSWの支援状況 

 

年 度 

項 目 R４年度 R５年度 R６年度 

 学 校 配 置 状 況 市内公立全小中学校 市内全小学校 

 支援児童生徒実数 （人） 428 439 483 

 支援活動延件数   (件) 13，247 11，638 13，402 

     

 

【支援経過】 

分類 支援数（人） 
支援経過 

解決 好転 継続 見守り 中断 終結 

小学校 394 81 91 142 70 10 0 

中学校 89 22 10 25 21 4 ７ 

 

【不登校関連課題の支援人数と支援結果】 
 

 

 

①-２ センターSSWの主な支援状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 不登校支援数（人） 
支援経過 

学級復帰 学校復帰 未然防止 変化なし 

小学校 113 50 10 19 34 

中学校 38 ６ ８ ２ ２２ 

 

相談 

 

会議 

 

調整 

 

社会資源

情報提供 

 

情報共有 

 

心理的サ

ポート 

 

家庭訪問 

 

居場所支

援 

388 26 347 61 842 14 79 50 
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②児童生徒等相談事業(教育相談室の支援状況) 
                                               (件) 

区 分 ⑴小学生 ⑵中学生 ⑶高校生 
※1 

⑷その他 
⑸計 

来所相談 484 732 34 18 1，268 

電話相談 21 124 8 5 158 

訪問相談 34 32 1 1 68 

巡回相談 4 3 0 3 10 

SNS等ｵﾝﾗｲﾝ利用相談 0 0 0 0 0 

計 543 891 43 27 1,504 

内   

数 

いじめに関する相談 0 61 0 0 61 

不登校に関する相談 389 605 28 21 1，043 

いじめを除く友人関係に関する相談 2 11 7 0 20 

教職員との関係をめぐる相談 18 12 0 0 30 

学業・進路に関する相談 82 158 1 12 253 

家庭に関する相談 52 44 1 0 97 

・文部科学省 R５年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査票より 

・複数の内容に関する教育相談を合わせて行った場合は、それぞれの内数欄に計上している。 

※1.「⑷その他」は、中学卒業生と幼稚園生 

 

 

【来所相談者の支援経過】 

 

 
 

年度 

相談内容等 R４年度 R５年度 R６年度 

相談者数 214 197 180 

内
訳 

学校復帰 9 12 22 

進学・就職 12 14 14 

主訴解決 18 64 38 

転校・単発等 31 17 ３ 

継続支援（次年度へ) 139 88 88 

中断（相談者からの申出による） ５ 2 15 



- 59 - 

（2）  街頭指導員活動状況  


